
平成22年 №27 

東京学芸大学附属学校運営規程の一部を改正する規程 

 

制定理由 

  附属学校校長・副校長会の委員長については，毎年度第１回開催時に附属学校

長の互選により選出しているが，委員長が附属学校長であると，各附属学校・附

属学校運営部との事前打合せ及び日程変更の連絡等に支障をきたすことが多々あ

ることから，会議での諸連絡等を運営参事が行っていることに鑑み，委員長は運

営参事をもって充てることとし，もって事前調整及び議事進行の円滑化を図るた

め，所要の改正を行うものである。 

 

承認経過 

  平成22年４月９日 附属学校運営会議 審議・承認 



 東京学芸大学附属学校運営規程の一部を改正する規程を次のように制定する。 

 

  平成22年４月12日 

              国立大学法人東京学芸大学長 

                      村 松 泰 子 

 

 

平成22年規程第17号 

   東京学芸大学附属学校運営規程の一部を改正する規程 

 

 東京学芸大学附属学校運営規程（平成16年規程第24号）の一部について，別紙新

旧対照表の右欄を，左欄のように改正する。 

 

 

 



東京学芸大学附属学校運営規程の一部改正について 

 

改正理由：附属学校校長・副校長会の委員長については，毎年度第１回開催時に附属学校長の互選により選出しているが，委員長が附属学校長であると，各附属

学校・附属学校運営部との事前打合せ及び日程変更の連絡等に支障をきたすことが多々あることから，会議での諸連絡等を運営参事が行っていること

に鑑み，委員長は運営参事をもって充てることとし，もって事前調整及び議事進行の円滑化を図るため，所要の改正を行うものである。 

改       正 現       行 

 

   〔省略〕 

 

   第６章 附属学校校長・副校長会 

 （趣旨） 

第４５条 附属学校の運営に関する事項を協議し，附属学校相互間の連絡調整に当

たるため，附属学校校長・副校長会（以下「校長・副校長会」という。）を置く

。 

 （組織） 

第４６条 校長・副校長会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

 (1) 運営参事 

 (2) 附属学校長 

 (3) 附属学校副校長 

 （委員長等） 

第４７条 校長・副校長会に委員長を置き，運営参事をもって充てる。 

 

２ 委員長は，校長・副校長会を招集し，主宰する。 

３ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員が，その職務を

代行する。 

 （補則） 

第４８条 この規程に定めるもののほか，校長・副校長会の運営等に関し必要な事

項は，別に定める。 

 

   〔省略〕 

 

   附 則 

 この規程は，平成22年４月12日から施行する。 

 

 

   〔省略〕 

 

   第６章 附属学校校長・副校長会 

 （趣旨） 

第４５条 附属学校の運営に関する事項を協議し，附属学校相互間の連絡調整に当

たるため，附属学校校長・副校長会（以下「校長・副校長会」という。）を置く

。 

 （組織） 

第４６条 校長・副校長会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

 (1) 運営参事 

 (2) 附属学校長 

 (3) 附属学校副校長 

 （委員長等） 

第４７条 校長・副校長会に委員長を置き，前条第２号の委員の互選により選出さ

れた委員をもって充てる。 

２ 委員長は，校長・副校長会を招集し，主宰する。 

３ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員が，その職務を

代行する。 

 （補則） 

第４８条 この規程に定めるもののほか，校長・副校長会の運営等に関し必要な事

項は，別に定める。 

 

   〔省略〕 

 

 

 
 


